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１．始めに 

本業務は、黒部河川事務所が所管する黒部川水系の指定区間外区間（国土交通省直轄管理区間）の

河川区域等及び下新川海岸の海岸保全区域、並びに黒部川流域における砂防設備（直轄砂防設備）の

巡視又は点検等を行うもので、もって河川管理業務、海岸管理業務及び砂防設備巡視点検業務の支援

を行う業務である。本報告は、砂防設備巡視点検業務についての内容を記載する。 

砂防設備巡視点検業務とは、砂防関係施設の漏水・湧水・洗掘・亀裂・破損・地すべり等の有無な

どの施設状況及び施設に直接影響を与える周辺状況について点検し、適切な砂防設備の管理に資する

ことを目的とするものであり、目視点検もしくはＵＡＶ点検を基本とされている。 

 

２．業務概要（砂防設備巡視点検業務） 

工  期：令和５年４月１日～令和７年３月３１日  

 業務場所：富山県黒部市宇奈月町 

黒部奥山国有林（黒薙川、小黒部谷川、祖母谷川）、野母瀬谷地先 

 点検施設：祖母谷砂防堰堤   １０基 

      小黒部谷砂防堰堤   ２基（施工中含む） 

黒薙川砂防堰堤    ５基 

野母瀬谷砂防堰堤   ２基 

      合流点等の状況    ５箇所 

 業務内容：砂防関係施設の漏水・湧水・洗    

掘・亀裂・破損・地すべり等の有無を

確認し、写真撮影記録すること。撮影

に際しては、前回調査時の写真等と比

較して状況変化が把握できるよう、同

じような撮影角度・範囲等で撮影する

こと。状況の変化が、把握し易いよ

う、できるだけ定位置からの撮影を行

うこと。 

ＵＡＶ点検にあたっては、現場条件

等を考慮のうえ、飛行ルートや撮影ポ

イント等の見直しを適宜実施し撮影記

録すること。 

 位置図 

宇奈月ダム 

祖母谷 
小黒部谷 

野母瀬谷 



３.目視点検及びＵＡＶ点検の検討 

砂防設備点検の課題として、点検通路の荒廃や工事用道路を撤去してしまう等の理由により、アク

セスが妨げられ近づくことが困難であることや、砂防設備付近までアクセスはできるが、高低差や点

検用タラップがないため、十分な近接点検ができないことがある。また、同一渓流内に複数基の堰堤

が設置された砂防設備を点検する際は、点検作業量はもちろん、移動に掛かる労力も大きく、効率的

な点検及び点検員の安全を確保することが重要となってくる。そのため、令和２年３月に「ＵＡＶ に

よる砂防関係施設点検要領（案）北陸地方整備局 河川部」「砂防設備点検におけるＵＡＶ活用の手引

き（案）」が示され、目視点検又はＵＡＶ点検とするか検討を行った。要領（案）では、ＵＡＶ点検を

基本としており、飛行制限、周辺の樹木繁茂状況、出水時・災害時の点検状況などのスクリーニング

を行い、ＵＡＶ点検実施可能な場合は、ＵＡＶ点検とし無理な場合は徒歩点検とした。スクリーニン

グ結果により、祖母谷砂防堰堤、小黒部谷砂防堰堤、黒薙砂防堰堤はＵＡＶ点検が可能と判断をし、

野母瀬谷堰堤は、樹木の枝葉が多くＵＡＶが近づけないことにより徒歩点検とした。 

 

４.点検時期の検討 

 祖母谷砂防堰堤、小黒部谷砂防堰堤、黒薙砂防堰堤は、黒部峡谷鉄道（トロッコ）を利用し移動す

るため、営業期間の４月中旬～１１月間に限られ点検時期を検討する必要が生じる。徒歩点検時は、

水量の多い春期を避けていたが、ＵＡＶ点検は、水量も関係なく４月中旬～１１月間いつでも実施で

きる。また、関係法令等に関する届け出も年間申請で問題なく対応できる。そこで、ＵＡＶ点検の最

適期間は、新緑前４月、５月、落葉後の１０月・１１月を採用することとなる。ただし、温泉施設

（露天風呂）が祖母谷にありトロッコの営業と合わせて始まり１１月上旬まで営業をしている。その

ため、ＵＡＶ点検は、１１月中旬～下旬に掛けて実施することとした。 

■関連法令の概要と必要となる事前手続き等 

法律等 概要 宇奈月砂防での対応 備考 

航空法 ＵＡＶ飛行に関して飛行禁止空域

や飛行方法等が定められており、

事前の許可申請手続きが必要とな

る。（年間申請） 

届け出済み 

許可期間： 

令和 5年 4月 1日から

令和 6年 3月 31 日 

・飛行日時 

・飛行高度 

・禁止空域 

・飛行方法 



森林法 ＵＡＶを飛行させる者が国有林野

内に立ち入らない場合でも、ＵＡ

Ｖを国有林野内で飛行させる場合

は「入林届」が必要となる。 

届け出済み 

許可期間： 

令和 5年 4月 1日から

令和 6年 3月 31 日 

・入林の場所 

・入林の期間 

・入林の目的 

迷惑防止条例 人が通常衣服をつけないでいるよ

うな場所を撮影した場合は、各都

道府県の迷惑防止条例の罪に該当

し、処罰される可能性がある。 

事前に温泉宿に説明 

11 月上旬のシーズン終

了をもって点検を実

施。 

・名剣温泉 

・祖母谷温泉 

※参考資料 ＵＡＶの自律飛行による砂防関係施設の自動巡視・点検に関する手引き 国土交通省 近畿地方整備局  

 

５. ＵＡＶ点検の安全管理 

 ＵＡＶ点検を実施するにあたり、飛行計画書を作成した。飛行計画書にＵＡＶの発着場所、飛行 

ルート、現地での作業手順、猛禽類への配慮等を記載し安全管理を行った。一番の注意箇所として、

作業中止基準を定めることであったため、下記の通り飛行計画書し担当技術者に周知を行った。 

１）作業中止基準 

運航時間は、始動～撮影～着陸約１５分程度。 

飛行及び撮影時間は、８：００～１６：００迄（日没の１時間前）とする。 

降 雨 時 ： 作業を中止する。（再開基準：雨が止み、天候の回復が見込まれる場合） 

強 風 時 ： 瞬間風速が毎秒５ｍ以上（再開基準：毎秒５ｍ以下で天候の回復の見込まれる場合） 

落 雷 時 ： 雷鳴が近づいてきた場合（再開基準：雷鳴が止み、天候の回復が見込まれる場合） 

地 震 時 ： 弱震、震度４ 以上 

警報発令時 ：洪水、大雨警報 

霧 発 生 ： 周辺状況の視認が困難になった場合。（再開基準：視認１５０ｍ以上となった場合） 

 

６．業務の実施 

 点検方法の検討、点検時期の検討、安全基準の検討を行った結果、いよいよ現地でのＵＡＶ点検

実施することとなり、徒歩点検に比べ安全が向上されてＵＡＶ点検のメリットが多いように感じら

れた。事例として下記の写真を比較すると、写真-1徒歩点検時では、河床に降りられない場合は前

庭部の状況を把握するのが難しかったが、ＵＡＶ点検は全体的に俯瞰でき洗堀状況が確認できた。 

また、河床まで下りられる砂防堰堤でも点検路が険しい場所あり、安全に点検することができた。 

ただし、宇奈月砂防におけるＵＡＶ点検の注意事項もありこれについても記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真-1 徒歩点検 写真-2 ＵＡＶ点検 



■宇奈月砂防におけるＵＡＶ点検の課題 

祖母谷、小黒部谷等、Ｖ字型の深い谷あいに砂防堰堤が施工されており、ＵＡＶ飛行時は安定飛行

に必要なＧＰＳ信号が４～６基が確保できない場合があった。ＧＰＳ信号が確保できない場合は、低

い高度の撮影が難しいことや、安定的な飛行にも影響が出てくることから今後の課題と思われる。下

記資料では徒歩点検とＵＡＶ点検では遜色が見られないため、点検精度によって変わると思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＵＡＶ点検の今後の課題  

 ＵＡＶ点検要領では、ＵＡＶ点検で把握できない変状をフォローすることを目的として、一定期間

ごと（５年に１回を目安）に人による目視点検を実施することがよいとされている。毎年ＵＡＶ点検

の場合は、河床に降りることもなく、ＵＡＶが飛行できる範囲では点検路も必要がなくなる。その為、

５年間点検路が整備されないことにより点検路の荒廃が進む可能性が危惧される。下記写真-1は徒歩

点検時の荒廃した点検路の状況であり、写真-2 はその後整備された状況である。徒歩点検時は、安全

確保のためその都度整備を行っているが、ＵＡＶ点検時に点検路が必要ない場合は荒廃が進み、徒歩

点検が必要な時にアクセル路が無くなってしまうことも考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 
７、おわりに  

 砂防設備巡視業務は、移動しながら行うため工事現場のような大規模な安全管理が、なかなか難しい

こともある。徒歩点検からＵＡＶ点検で安全が向上し、事故・怪我もなく点検が終えたことに感謝する

とともに、今後も無事故無災害で業務を進める事を目標に、ご指導、ご支援を賜った事務所関係者なら

びに関係各位に深謝申しあげます。 

資料-１ 

写真-3 メンテナンス前 写真-4 メンテナンス後 


